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政
府
・与
党
に
も
消
費
税
１
０
％

へ
の
増
税
先
送
り
の
声
。
８
％
へ
の
増

税
で
経
済
が
失
速
、
国
民
の
世
論
と

運
動
で
、
安
倍
政
権
が
追
い
込
ま
れ

た
結
果
で
す
。
「
先
送
り
で
実
施
」

で
は
な
く
、
き
っ
ぱ
り
中
止
さ
せ
る
│

総
選
挙
は
、
絶
好
の
機
会
で
す
。

消
費
税
８
％
へ
の
増
税
と
「
異
次
元
の

金
融
緩
和
」
で
、
物
価
が
あ
が
り
、
実
質

賃
金
は
１
５
ヵ
月
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
に
。

４
月
～
６
月
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）

は
大
幅
に
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
。
く
ら
し
が

悪
化
し
、
景
気
が
落
ち
こ
む
「
悪
循
環
」

に
陥
っ
て
い
ま
す
。

大
企
業
本
位
の
経

済
対
策
で
好
循
環
を
実
現
す
る

と
い

う
安
倍
政
権
の
経
済
失
敗
で
す
。

消
費
税
増
税
で
、
こ
れ
以
上
国
民
の

所
得
を
奪
う
こ
と
は
日
本
経
済
に
と
っ
て

自
殺
行
為
。
総
選
挙
は
消
費
税
１
０
％

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
国
民
の
審
判
で
き
っ
ぱ
り
中
止
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

第
４

回
定

例
議

会
は

１
２
月
３
日
（
水
）
開
会
で
す

一
般

質
問

は
１

２
日

と
１

５
日

に

お
こ
な
わ

れ
ま
す
。１

７
日
ま
で
。

第
３
回
定
例
議
会
の
一
般
質
問
で
金

子
卓
議
員
は
こ
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て

取
り
上
げ
、
県
内
で
は
普
遍
的
に
な
っ
て

い
る
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
助
成

を
、
当
市
も
入
院
だ
け
で
な
く
外
来
医

療
費
も
対
象
と
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま

し
た
。

保
健
福
祉
部
長
は
「
当
市
の
医
療
費

助
成
は
近
隣
市
町
村
と
比
べ
遜
色
な
い

状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
」
と
答
え
ま

し
た
。

金
子
議
員
は
「
外
来
医
療
費
の
自
己

負
担
肩
代
り
は
当
市
だ
け
で
は
な
い
し
、

県
内
多
く
の
自
治
体
は
所
得
制
限
も
撤

廃
し
て
い
る
」
と
の
べ
、
当
市
も
中
学
生

の
外
来
医
療
費
の
助
成
を
お
こ
な
い
、

子
育
て
支
援
を
充
実
す
る
こ
と
は
当
然

の
こ
と
と
再
度
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
執
行
部
は
「
当
面
は
入
院
だ

け
」
と
の
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

那
珂
市
が
、
来
年
１
月
か
ら
外
来
医

療
費
助
成
を
中
学
校
卒
業
ま
で
に
拡
大

す
る
こ
と
に
な
り
、
残
り
は
常
陸
大
宮
市

も
含
め
県
内
４
市
だ
け
と
な
り
ま
す
。

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
助
成

「
入
院
だ
け
」
は
残
り
４
市
だ
け

第４１回 「赤旗まつり」、３日間で１５万人
「たくさんの勇気と元気をもらった」「大勢の人のパワーに圧倒された」 ―。東京

都江東区の夢の島公園で開催の第４１回赤旗まつりは１１月１、２、３日の３日間

で約１５万人が参加しました。来年のいっせい地方選挙と国政選挙で日本共産党が

躍進して、「亡国の政治」を続ける安倍政権を打倒しようと決意を固めあいました。

２日、野外ステージを立すいの余地もないほど埋め尽くした参加者を前に、志位和

夫委員長が「この党を大きくすることに日本の未来はかかっている」と題して記念演

説。いっせい地方選、国政選挙に勝利し「日本の政治の希望ある未来を開こう」と呼

びかけると、割れんばかりの拍手と歓声があがりました。

志位さんに続いて登場した八代亜紀さん。ジャズや「舟唄」な

どを熱唱。大きな喝采を浴びました。歌い終えた八代さんが「一

緒にがんばろう。元気でね」と繰り返し聴衆に声

をかけると拍手が沸きました。(写真）志位和夫委員

長の記念演説を聞く会場いっぱいの参加者＝２日、夢の島公園

栃
木

県
大

田
原

市
は
、

給
食

費
無

料
、
医

療
費

助
成

は
高

校
卒

業
ま

で

金
子
議
員
が
所
属
す
る
文
教
福
祉
常
任

委
員
会
は
、
１
１
月
１
１
～
１
２
日
に
栃

木
県
太
田
原
市
と
新
潟
県
聖
籠
町
を
行
政

視
察
し
ま
し
た
。

大
田
原
市
は
「
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の

未
来
の
た
め
に
」
と
、
２
年
前
か
ら
小
中
学

校
の
給
食
費
無
料
化
を
実
施
。
高
校
卒
業

ま
で
の
医
療
費
（
外
来
・入
院
）
も
所
得
制

限
な
し
に
無
料
で
す
（
一
部
負
担
金
あ
り
）
。

聖
籠
町
は
３
～
５
歳
児
の
通
常
保
育
料

を
無
料
に
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設

置
を
求
め
る
請
願
署
名
を
提
出

改
選
後
初
め
て
の
定
例
議
会
（
第
３

回
・
９
月
議
会
）
は
、
９
月
２
日
か
ら

２
４
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の

健
康
を
守
り
学
習
向
上
を
め
ざ
す
た
め

に
も
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
大
人
の

責
任
で
あ
る
と
、
新
日
本
婦
人
の
会
が

中
心
と
な
っ
て
集
め
た
１
９
６
９
人
分

（
追
加
提
出
１
２
８
人
分
を
含
む
）
の
請

願
署
名
が
９
月
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
（
紹
介
議
員
は
金
子
卓
議
員
）
。

請
願
を
審
査
し
た
文
教
福
祉
常
任
委

員
会
は
、
９
月
議
会
で
は
結
論
を
出
さ

ず
継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。５
８
９
人
の
署
名
を
添
え
て
提
出
さ

れ
た
「
秘
密
保
護
法
廃
止
の
意
見
書
提

出
を
求
め
る
陳
情
」
も
、
総
務
常
任
委
員

会
で
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

９
月

議
会

で
継

続
審

査
に

”

“

共産党 検索
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９
月
２
日
に
開
会
さ
れ
た
第
３
回
定

例
議
会
は
最
終
日
の
９
月
２
４
日
、
各

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
条
例
改
正

案
と
補
正
予
算
案
、
請
願
・
陳
情
の
審
査

結
果
、
ま
た
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
決
算
認
定
の
審
査
（
９
月

１
１
日
、
１
２
、
１
６
、
１
７
日
の
４

日
間
審
査
）
結
果
が
本
会
議
で
報
告
さ

れ
、
採
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

「
小
学
校
・
中
学
校
の
全
教
室
に
エ
ア

コ
ン
設
置
を
求
め
る
請
願
」
と
「
特
定
秘

密
保
護
法
の
廃
止
の
廃
止
の
意
見
書
提

出
を
求
め
る
陳
情
」
は
担
当
委
員
会
で

結
論
を
出
さ
ず
継
続
審
査
と
な
り
ま
し

た
。
「
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
」

は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
内
閣
総
理

大
臣
な
ど
に
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
最
終
日
に
は
経
済
建
設
常

任
委
員
会
か
ら
「
平
成
２
６
年
度
産
米

の
大
幅
な
価
格
下
落
に
対
す
る
緊
急
対

策
を
求
め
る
意
見
書
」
が
提
案
さ
れ
、
全

会
一
致
で
議
決
。
関
係
行
政
庁
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

決
算
認
定
で
日
本
共
産
党
の
金
子
卓

議
員
は
、
平
成
２
５
年
度
の
一
般
会
計
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
、

介
護
保
険
特
別
会
計
、
戸
別
浄
化
槽
整

備
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
、
上
水
道
事
業
会
計
に
反
対
し
ま

し
た
。

市
長
提
案
議
案
の
う
ち
金
子
議
員
は
、

「
常
陸
大
宮
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
」
に
反
対
し
ま

し
た
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら
実
施
が
予
定

さ
れ
る
子
ど
も
・子
育
て
支
援
新
制
度
は
、

公
的
保
育
を
崩
し
、
企
業
参
入
を
促
す

も
の
で
す
。
こ
の
新
制
度
に
関
連
す
る
、

「
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」
「
特

定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
」
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
」
に
反
対
し
ま
し
た
。
来

年
４
月
か
ら
軽
自
動
車
や
原
付
・
オ
ー

ト
バ
イ
な
ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
が
大

幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
「
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
に
反
対
し
ま
し
た
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

一
般
質
問
の
録
画
が

見
ら
れ
ま
す

金子卓議員

９月１８日に質問

そ
の
他

の
質

問

通
告
し
た
「
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
と
水
道
事
業
」

の
質
問
は
時
間
が
な
く
な
り
割
愛
し
ま
し
た
。

経
済
建
設
部
長

現
時
点
で
の
総
事

業
費
は
、
井
戸
試
掘
調
査
委
託
費
が
増

額
と
な
る
こ
と
か
ら
１
６
億
５
９
４
１

万
４
千
円
と
な
り
ま
す
。

金
子
議
員

事
業
費
の
縮
減
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
ま
で
に
ど
の
よ

う
な
縮
減
策
が
と
ら
れ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。

経
済
建
設
部
長

造
成
工
事
で
不
足

す
る
土
量
２
万
４
千
立
米
を
購
入
す
る

こ
と
な
く
県
の
建
設
発
生
土
を
調
達
す

る
こ
と
が
で
き
、
経
費
節
減
額
と
し
て
は

約
６
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６
月
議
会
で
の
堀
江
議
員
の
一
般
質

問
に
副
市
長
は
「
耐
震
補
強
経
費
が
幾

ら
か
か
る
の
か
、
仮
に
補
修
し
た
後
に
、

今
の
支
所
庁
舎
の
利
活
用
が
ち
ゃ
ん
と

で
き
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら

少
し
時
間
を
い
た
だ
い
て
検
討
を
し
て
、

結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

と
答
え
た
が
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か
質
問
し
ま
し
た
。

副
市
長

ま
ず
は
市
民
の
方
々
に
支

所
を
利
用
し
て
も
ら
う
場
合
に
、
安
全

性
を
確
保
す
る
意
味
で
、
と
り
あ
え
ず

敷
地
内
に
移
転
を
し
て
執
務
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
全
力
集
中
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
建
物
を
ど
う
す
る
か
と
と
い
う
の

金
子
議
員
は
、
事
業
年
度
を
平
成
２

３
年
度
か
ら
２
７
年
度
ま
で
と
し
て
い

る
「
道
の
駅
整
備
事
業
」
の
全
体
事
業
費

が
い
く
ら
な
の
か
質
問
し
ま
し
た
。

す
。
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
の
発
令
は

空
振
り
を
恐
れ
ず
万
全
を
期
し
て
い
き

平
成

２
５

年
度

決
算

の

金
子

議
員

の
反

対
討

論

■
一

般
会

計
こ
の
間
、
「
合
併
算
定

替
が
な
く
な
り
一
本
算
定
に
な
っ
た
ら
交

付
税
が
２
５
億
円
減
ら
さ
れ
る
、
こ
の
ま

ま
で
は
財
政
が
破
綻
す
る
」
な
ど
と
言
っ

て
、
市
民
へ
の
補
助
金
を
カ
ッ
ト
す
る
な

ど
行
革
を

進
め
る
一

方
、
市
民
か
ら

切

実
に
求
め
ら
れ
て

い
る
行
政

サ
ー

ビ
ス
の

改
善
・
拡
充
に
は
消

極
的
に
対

応
す
る
と

い
う
市
政
、
財
政
運
営
は
や
め
る
べ
き
で

す
。

■
国

保
特

別
会

計
国
保
税
が
一

世
帯

あ
た
り
平

均
で
１
２
・
９

％
も
引
き
上
げ

ら
れ
た
。
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
お

こ
な
い
市
が
財
政
的
に
国
保
を
支
援
す
る

の
は
当

然
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
減
ら

す
た
め
に
税

率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
容

認
で
き
ま
せ
ん
。

■
水

道
事

業
会

計
高
す

ぎ
る
水
道

料

金
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
は
問

題
。
水
道

料
金
の
引
き
下
げ
を
求
め
ま
す
。

土石流危険箇所数 急傾斜危険箇所数 地すべり危険箇所数

計Ⅰ

（人家が

５戸以上）

Ⅱ

（人家が

１～４戸）

Ⅲ

人家

なし

小計

Ⅰ

（人家が

５戸以上）

Ⅱ

（人家が

１～４戸）

Ⅲ

人家

なし

小計

Ⅰ

（人家が

５戸以上）

Ⅱ

（人家が

１～４戸）

Ⅲ

人家

なし

小計

大宮地域 ３ ８ 11 １６ １７ １９ 52 ６３

山方地域 ９ ８１ 90 １５ １６ 31 ２６ 26 １４７

美和地域 ４１ １４５ 186 １１ １２ 23 ７ 7 ２１６

緒川地域 ２１ １２９ 150 ６ １０ 16 ４ 4 １７０

御前山地域 ６ １３ 19 ２７ ７ 34 ２ 2 ５５

小計 ８０ ３７６ 456 ７５ ６２ １９ 156 ３９ 39 ６５１

当
市
に
は
多
く
の
土
砂
災
害
危
険
箇

所
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
場
所
す
べ
て
の

砂
防
堰
堤
の
整
備
が
で
き
な
い
現
状
で

は
、
危
険
箇
所
の
住
民
へ
の
周
知
を
徹

底
し
、
適
切
な
警
戒
避
難
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
部
長

広
報
車
・
防
災
行
政
無

線
・
緊
急
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
新
し
い
も
の

で
は
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
で
情
報
を
発
信
し
ま

平
山
橋
は
昨
年
９
月
の
台
風
１
８
号

で
の
久
慈
川
増
水
に
よ
り
被
災
し
ま
し

た
。
当
時
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、

沈
下
橋
ゆ
え
増
水
時
に
は
機
能
し
な
く

な
る
と
し
て
も
、
減
水
し
て
か
ら
も
通
行

止
め
の
状
態
が
続
く
被
災
を
繰
り
返
さ

な
い
よ
う
改
良
復
旧
を
す
る
こ
と
を
申
し

入
れ
ま
し
た
。

山
方
総
合
支
所
長

今
回
の
災
害
復

旧
は
、
左
岸
の
護
岸
取
り
付
け
道
路
の

部
分
の
復
旧
に
ふ
と
ん
か
ご
・
じ
ゃ
か
ご

の
工
法
を
取
り
入
れ
施
工
し
た
こ
と
に
よ

り
、
以
前
に
比
べ
災
害
を
受
け
に
く
い
構

造
と
し
ま
し
た
。

「
道
の
駅
」
の
起
工
式
が
１
０
月
２
４

日
に
整
備
予
定
地
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
「
道
の
駅
」
は
、
敷
地
造
成
工

事
が
１
０
月
か
ら
来
年
の
２
月
の
工
期
で
、

親
水
広
場
工
事
が
１
１
月
か
ら
来
年
３

月
の
工
期
で
整
備
さ
れ
ま
す
。

は
、
公
共
施
設
白
書
あ
る
い
は
公
共
施

設
管
理
計
画
等
と
も
絡
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
時
間
を
も
ら
い
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
土
砂
災
害
危
険
箇
所
が

６
５
１
箇
所
あ
る
が
、
警
戒
区
域
等
に

現
在
は
指
定
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
（
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
箇
所
）
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（大要）


